保育者養成における芸術表現のとらえ方の実践研究 ～アール・ブリュット（アウトサイダー・アート）の鑑賞活動を通して～ by 江村 和彦
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This research is a practical study of an attempt to shake art and the way of thinking of art in the fi eld of expression of 
students aiming to be childcare workers. As a childcare worker, I took up the appreciation activity of Art Brut as an 
opportunity to learn about various ways of artistic expression. Art Brut refers to free expressions such as paintings and 
sculptures made by people with disabilities. Students watched Art Brut work under the guidance of facility operators 
and curators. Comments after the appreciation revealed that the students had many important notices. It is (1) that 
the production process of the work itself is a living proof of the person and a part of one's life, (2) that the relationship 
with the staff who is close to the author itself is Earl Brut, and (3) this. The act of imagining the creator beyond the 
artistic view is that empathy can be fostered. In the future, I would like to provide opportunities to appreciate various 
works and explore the ideal form of modeling education that cultivates the "power to see" necessary for childcare 
workers.．











































































































































































































































































































































































































































































































































































































３）日本財団　Discovery in the Arts 
　　https://www.diversity-in-the-arts.jp/stories/2003
４）椹木野衣「アウトサイダー・アート入門」幻冬舎　2015
５）服部正「アウトサイダー・アート　現代美術が忘れた『芸
術』」光文社新書　2006
６）関久美子「『アール・ブリュット』と障害者アート：「芸術」
として，「支援」として，「コミュニケーション」として」
新潟青陵大学短期大学部研究報告第 48号（2018）p55- 
p63
７）服部正「現代の『アール・ブリュット』と日本の作品」臨
床精神医学第 48巻第 3号　p323　2019
８）宮地麻梨子「日本におけるアール・ブリュットの展開―脱
境界の芸術と福祉の実践―」『生涯発達研究』第 6号　17-
25
９）森下静香「ソーシャルアート　障害のある人とアートで社
会を変える　タンポポの家編」学芸出版社　2016
10）川上文雄「『アートの再定義』と『社会の変革』―学生参
加による障害者アート作品展之授業実践からの考察―」奈
良教育大学紀要 59巻 1号　p117-132　2010
11）保坂健二朗監修「アール・ブリュット　アート　日本」平
凡社　2013
12）伊勢正昭・首藤晃「障害者支援施設における利用者の美術
表現活動と施設職員の認識」帯広大学短期大学地域連携推
進センター紀要（第 3号）2016.10
13）小林瑞恵「アール・ブリュット　湧き上がる衝動の芸術」
大和書房　2020
14）成田孝「障害者アート―展覧会と制作活動の在り方―」大
学教育出版　2019
参考文献
・鶴岡真弓編「芸術人類学講義」ちくま新書　2020
・ミシェル・テヴォー著　杉村昌昭訳「アール・ブリュット野
生芸術の真髄」人文書院　2017
限らず，様々なものを見たり体験することにより多様な
価値観を目の当たりにすることで自分自身の価値観を形
成していくのである．今回のアール・ブリュットの展示
を起点として，美術鑑賞，芸術鑑賞に興味関心を持つこ
とが，保育者として多様性を涵養する力を持つことにな
り，自分自身の世界を広げることにつながるだろう．
　小林（2020）は，アール・ブリュットの存在意義と
して，社会が求める同質性への反発心，独自性や多様性
の素晴らしさなどが，世界や社会に分断を生む境界や枠
組みへの疑問を投げかけると述べている．また著書の中
で以下のように述べている．
　アール・ブリュットは，作者が作品について語らな
かったり，人知れず制作していたりします．それゆ
え，謎が残された作品も多く存在し，鑑賞者は常に想
像力を求められます．答えや理由を求めず，わからな
さや不思議さを抱え続けることは，エンパシーを培う
ことにつながる重要なプロセスです．「アール・ブ
リュット　湧き上がる衝動の芸術」13） p154
　
　小林の示唆するものは，アール・ブリュットを通して
作り手を想像する行為は共感性を育むことだといえる．
作品を通して自分とは違う立場，人生，能力，性格，で
ある他者に出会う体験こそが誰にとっても重要であると
いえる．また成田（2019）は，「障害者アート―展覧会
と制作活動の在り方―」14）の中で，展覧会は社会化であ
ると述べている．彼らアール・ブリュットの創作活動
は，まさに人知れず表現しているのだが，それらを周り
の人々の支えで展示，発表することによって社会化され
認知されていく．同様に森下（2016）同9）も，表現や発
信することを通して「社会化」することを目指してい
る．今後様々な作品を鑑賞する機会を設け，学生たちの
涵養する力をつけ「社会化」する側になるよう鑑賞教育
を考えながら，保育者に必要な「みる力」を養う造形教
育の在り方を模索したい．
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